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は吸 牧 速 度 が 減 す る前 で あ つ て,之 よ りそ の様 な時 間で 櫨 か ら取 出 した 班邸 製 品 は 少 くと も冷

却 前 で は ガ ラ ス暦 と鐡 表 面 は直 接 接 鯛 し,1部 で 云 はれ て ゐ る様 に1μ 程 度 の 厚 い酸 化 鐡 暦 が                               ノ

爾者の間に存在する様な事はないと考へ られる・

 (2)密 着剤 として粕 に少量加へる酸化 コバル トがガラス融液暦中の酸素通温速度を助ける

との読が あるが,酸 化 コバル トの含有の有無にかかわ らす吸牧速度は同様な経過を示 した・
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試料の寸法が小 さく,月 電 氣抵抗 も小なる揚合には,そ の抵抗の測定は從來の方法では非常

に困難で あつた・かか る揚合の測定を容易ならしむ可 く,我 々は次の如 き新 らしい方法を研究

した.

 其の要窯は試料を高周波磁揚内に置き,試 料に生する渦流によるジユール熱か ら其抵抗 を求

めるにある・

 装置は第一圖の如 く,ソ レノイ ド中に試料とベークライ ト(試 料 と同形同大の もの)を 吊し

      第  1 圖        各々に銅 とコンスタンタンより成 る熱電堆 を取付

                    ける.そ して夫々の熱電堆の熱起電力が互に打潰

     コセスタゆ 検 し舗 に接羅 ・かや・に装置して・川

               凱 ド中嫡 周灘 瀧 通棟 ば・試綿こは瀧 牲

§ 釧1 言f曇欝 麟 ∴ 蔽2葺磐瓢
 o           o
 o      lo         此の影響 を補償する爲にべ一クライ トを設けたの

巳ぺ伽 鄭  である・

                    かや うに して交番磁揚中に試料 を置けば,或 時

間後には温度の上昇は停止 して4衡 歌態に達する.す ると此の揚合の試料の温度上昇(渦 流の

みによる もの)か ら,そ の固有抵抗は次の様にして求められる。
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           化 學 研 究 所 講 演 集 第 十 六 輯

 先 づ 渦 流 に よつ て 試 料 に生 す る爽 熱 量PW/cm3を 求 め る と周 知 の 如 く,

       P=4πn2μ ω12N×10-9w/Cln3                    (L

・・に N晶 ・」塾'澱 講ll塩'b凱    (・)

               

       K==(4π ωμ/ρ)7                                  (3)

       n=ソ レ ノイ ドの輩 位長 の 捲 数    1=ソ レ ノイ ドの高 周 波 電 流(A)

       μ=導 磁 率(但 し本方法では/2 ・=1の 物のみを取扱ふ.故 に以下 μ=1と す)

       θ=試 料 の 温 度 上 昇(。C)   C=試 料 の比 熱   M・一試 料 の 質 量(gr)

       ω=2πF(但 しfは 高 周波 電 流 の 周 波 敬)   ρr:試 料 の 髄 積 固有 抵 抗(e・

       m.u.)   a=試 料 のzド裡(cm)   S=試 料 の 表 面 積(cM2)

       V一 試 料 の騨 積(cm3)   h=試 料 の 冷 却 係 敏(W/cm2)
       ウ

とすると,渦 流による獲熱 疑Pと 此等の間には次
                               第  2 圖
の關係が成立つ. -                o.4

  PVdt=CMdθ 十hSθd亡         (4)    03

紫∵ 剛 式を代入 して解 くと・ ■)〈の様にな1:1

    hS                                    O  l  2  3  4  5  b  7  8

  N㌔V.θo。      (5)     -Ka

こ こ に    θ。o=ZF衡 欣 態 に於 け る試 料 の温 度上 昇(。C)   A=4πn2ω12×10-9

 自11ち,(4)式 に於 て,S, V, Aは 明 らか に 既知 量で あ り, hも 容 易 に求 ま り,且 各 試 料 に就

て 一 定 と な し得 る1(詳 細 は略 す)・ 故 に θ。。を第 一 圖 の 槍 流 計 か ら讃 め ば,1直 ち にNが 求 ま る・
         9

然 る に(2)式 のNとKaの 關 係 を圖 示 す れ ば第 二岡 が 得 られ るか ら,此 に よ りkaが 求 ま

る.然 るに(3)式 よ り

  ・睾(4π ωa2(Ka)2)     ,   (・)

なる故 ρが求まる.帥 ち,試 料が一定の寸法なれば,(hs/AV)及 び(4π ωa2)を豫め計算 して

おけば θ。・か ら直ちに ρが得 られる.

 本方法にて得た結果は次表の如 く,電 氣工學ボケツ ト・プツク記載値 を併記 したが,か な り,

良 く接近 した値 を示 してゐる・(表 中のP.B.は 同書を指す).

 猫(1)式 は無限長の圓」壽に就て成立する式故,我 々の試料(直 径1糎,高 さ13糎 程度の

圓嬉)の5倍 の高 さの物を作 り,測 定を行つたが,測 定誤差の範園と思 はれ る程度の差が見 ら

れたに過ぎなかつた・

 其他にも論すべき問題があるが,紙 面の都合上省略する・

 要するに本方式の特徴は,從 來困難であつた寸法,抵 抗共に小なる導膿の抵抗 を,試 料に何

等外力を及ぼすことなく,容 易に目湘 當正確に測定 し得る貼にある.

                    (36)



         園近;氣 相に於 け るアセチ レンの水 和反malcつ いて(第1報)

   ＼ 測定値 抵 抗 値e戯9 i 比  重

    試 料 ＼ 測 定 値 レ13・・蘇 測 定 値?… 記塑

    ㈲ ∫:騰 灘 諾 薫 鴛 る話 態 纈 。、の
      /。。,、c。,を鑑 す 。以前(防 藤 縮せ 。ま 、の もの)

 終 りに試料として,各 種の金鵬を御提供下 された冶金學敏室西村敏授に封 して深甚なる謝意

を表 します・(完)

・   氣 相 に 於 け ろ ア セ チ レ ン の

         水 和 反 慮 に つ い て (第1報)

              國 近  三 吾

 氣 相 に 於 て ア セ チ1ノ ンの 水 和 に よ る ア セ タ ル デ ヒ ドの 合 成 に 際 し,酸 性 白 一Eを憺 膿 と し,そ

の10%(重 量)に 相 當 す る カ ドミ ウ ム ク ロ メー ト(註)(CdCrO4・2H20:分 析 結 果 の實 測 値:

結 晶 水,13.2%,Cd,42.6%, Cr,19,6%);計 算 値 は夫 々,13,6%,42.6%,19.6%で あ る)を

澹 持…さ した 燭 媒 が250～350。Cで 有 数 で あ る事 を 既 に報 告 した が,そ の 後更 に こ の鰯 媒 に つ い

て 槍 討 した 結 果 の概 略 を述 べ る.

  1)澹   膿

 酸 性 白十 の 外 に 活 性 炭,輕 石,シ リ カゲ ル,酸 化 錫,ア ル ミナ,硅 藻 七,ベ ン トナ イ ト,水

酸 化 ク ロ ム,水 酸 化 マ グ ネ グネ シ ウ ム等 を澹 騰 と し,こ れ らの10%に 相 當 す る カ ド ミゥ ム ク ロ

メー トを澹 持 さ した 鯛 媒 に つ い て,ア ル デ ヒ ドの牧 量 を し らべ てみ る と,や は り酸 性 白土 が最

良 で あ る こ と が わか つ た.

  2)捲 膿 中 の カ ド ミウ ム ク ロ メ ー トの 分量 の 多 寡 が 牧 量 に 及 ぼ す 影 響

   註 Cd(NO3)2・4H20と(N「14),・Cr2070.水 溶液の混合物 にNII4011を 滴下 して生成す る黄 色結晶

                   (37)


